
令和元年度 

社会福祉法人瀬戸市社会福祉協議会事業報告 

 

瀬戸市社会福祉協議会は、地域福祉を推進する中核的な団体として、平成２９年度に「地域福祉

活動計画」を策定し、地域福祉課題解決のため４つの重点施策を掲げ、３年目となる令和元年度も

引き続き「地域の居場所推進事業」を核とし、以下の重点施策等を中心に福祉事業を展開した。 

 

 

＜地域福祉活動計画 重点施策＞ 

１ 誰もが集える居場所づくり 

   地域のコミュニティを維持することができるように、身近な地域で誰もが集まることができ

る居場所づくりを推進するため、地域の居場所推進事業(わがまち「よりどころ」プロジェク

ト)を実施した。また、地域での子育て支援に向けた取り組みとして、新たな子育てサロンの開

設への支援を行った。 

 

２ 地域で活躍できる支えあいの人づくり 

   地域支え合い会議の開催や買い物支援事業の企画を提案し、住民と共に地域の困りごとを話

し合う機会を設けた。また、各種ボランティアの養成講座や災害ボランティアセンター立ち上

げ訓練の実施等、地域で活躍できる支えあいの人づくりの推進を図った。 

 

３ 相談できる・つながる仕組みづくり 

   地域担当者が「よりどころ」や各種団体の会議への参加及びふくし出前講座の実施を通じて

地域と積極的に関わり、地域住民間のつながりから得られる様々な困りごと情報を明らかにし、

支えあうことへの支援及び専門機関や行政の相談へつながる仕組みづくりを進めた。 

 

４ 支えあいの心をはぐくむ環境づくり 

福祉に対する理解や知識を深める「福祉実践教室」、職員が地域の集まりに出向いて行う「ふ 

くし出前講座」、夏休みに小学生を対象とした「こどもふくし体験きゃらばん」等を開催し、 

子どもから大人まで幅広い世代に対し福祉に接する機会をつくり、支えあいの心をはぐくむ環 

境づくりを進めた。 

 

＜令和元年度 重点項目＞ 

１ マスコットキャラクターの作成 

   瀬戸市社会福祉協議会の法人化５０周年を機に、一般公募によりマスコットキャラクター

『せとっち』を作成し、本会の事業活動の周知や啓発活動に活用した。 

 

 

 



２ 地域の居場所推進事業～わがまち「よりどころ」プロジェクト～の推進【新規】 

   歩いて行くことができる身近な地域の居場所「よりどころ」に対し、看板の設置・認定と運

営に関する費用の一部助成を行い、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるまち

づくりを進めた。なお、地域住民向けの説明会を企画したが、新型コロナウイルス感染症感染

拡大防止のため、次年度に延期することとした。 

 

３ 福祉奨学金入学準備費の支給 

   経済的な理由により小中学校への就学が困難な児童生徒の入学援助として、福祉奨学金入学

準備費の支給を行い、児童の福祉増進を図った。 

 

４ 「ふくしボランティアフェスティバル」の開催【新規】 

   地域住民が福祉を知り、ボランティアと接する機会として、「ボランティアフェスティバル」

と「福祉のつどい」を一体とした「ふくしボランティアフェスティバル」をボランティア連絡

協議会と共催で開催した。 

 

５ 地域担当制の実践強化 

   ７地域包括支援センター単位に、地域担当職員や生活支援コーディネーターを配置し、地域

にある生活課題の解決に向け、地域住民とともに地域福祉活動の推進を図った。なお、毎月地

域担当連絡会を開催し、わがまち「よりどころ」プロジェクト推進のための情報共有や意見交

換を行った。 

 

６ 災害ボランティアセンターの充実 

災害時に備え、災害ボランティアコーディネーター養成講座及び災害ボランティアセンター 

立ち上げ訓練を実施した。なお、立ち上げ訓練は多くのボランティアを受け入れることを想定 

してやすらぎ会館の立体駐車場等の屋外を利用、またあわせてニーズ調査訓練も実施した。 

 

７ 障がい福祉サービス事業等の充実 

   やすらぎ地域活動支援センターでは、営業日及び対象者枠の拡大等、利用者のニーズに対応

できるよう福祉サービスの充実を図った。 

介護保険事業において、利用者が望む本人らしい生活を支援する福祉サービスの充実のため 

に地域支え合い会議を開催し、必要となる新たなサービスを検討した。 

 

８ 瀬戸市福祉保健センター（やすらぎ会館）の運営 

   瀬戸市福祉保健センターの管理者として指定を受けて、瀬戸市福祉保健センターの管理業務、

瀬戸市身体障害者福祉センター・瀬戸市老人福祉センター・瀬戸市プレイルーム事業を実施し、

利用者のニーズに合わせた業務運営を行った。また、３月に入り新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止のため、瀬戸市老人福祉センター・瀬戸市プレイルーム及び貸室の利用の休止や、

消毒の徹底・注意喚起を行うなど、安全な管理運営に努めた。 

 

 



９ 地域包括ケアシステムの構築 

   基幹型地域包括支援センター、やすらぎ地域包括支援センター及び生活支援コーディネータ

ーと連携し、地域包括ケアシステムの構築に向けて地域支え合い会議等を通じて地域課題の抽

出、解決に向けた取り組み等を行った。 

 

＜主な事業内容＞ 

１ 社会福祉推進活動 

⑴ 役員会等の開催 

主な議案 

・評議員選任・解任委員会委員の選任 

・評議員選任・解任委員会の開催 

・評議員選任候補者の推薦 

・評議員会の開催 

・社協だより作成業務委託契約の締結 

・会長・副会長の選任 

・顧問の選任 

・福祉サービスに係る苦情解決事業に関する実施要綱の第三者委員の選任 

・事業報告・決算 

・社会福祉大会の顕彰 

・マスコットキャラクターのデザイン及び愛称の選定 

・職員の給与に関する規程の一部改正 

・居宅介護等事業の廃止による規程の廃止に関する規程の一部改正 

・補正予算 

・事業計画・予算 

⑵ 地区社協 

ア 地区社協会長連絡会及び企画委員会の開催 

主な議案 

・会員募集 

・敬老事業 

・歳末たすけあい募金配分金 

・地区社協役員研修会 

・地区社協活動助成事業 

・次年度配分金 

・地区社協活動マニュアルの見直し 

イ 地区社協役員研修会 

   今後の地区社協事業を考える機会として、地区社協役員を対象とした研修会を開催した。 

 

 

 

 



とき 令和元年１１月１６日(土) 

ところ やすらぎ会館５階 大集会室 

内容 「地域の課題と地区社協事業について」 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 愛知県立大学教授  田川佳代子 氏 

報告者 

・よりどころ運営者 「ハッピーワン」松本幸一 氏 

「フーちゃん家」福島洋子 氏 

「はなみずき会」波多野啓子 氏 

「さつき３の家」白濱富美江 氏 

・社会福祉協議会職員 

 ウ 地区社協事業 

    全地域推進事業(子育てサロン)及び各地区の実情に応じた事業等を実施した。なお、地

域での子育て支援に向けた取り組みにより、新たに子育てサロンが１地区増加した。 

区分 事業名 
地区社協数 

(全１９地区) 

主な事業 

敬老事業 １９地区 

歳末たすけあい配分事業 １９地区 

ふれあい会食 １８地区 

全地域推進事業 子育てサロン １０地区 

企画事業 

高齢者の集いの場作り 

(いきいきサロン等) 
８地区 

地域住民とのボッチャ大会 １地区 

健康教室 １地区 

その他の事業 
配食サービス ３地区 

広報紙発行 １６地区 

⑶ 地域の居場所推進事業～わがまち「よりどころ」プロジェクト～の推進【新規】 

歩いて行くことができる身近な地域の居場所「よりどころ」に対し、看板の設置・認定と 

運営に関する費用の一部助成を行った。また、「よりどころ」を知りたい人、始めたい人向 

けに説明会を企画したが、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止とし、個別に 

説明対応を行った。 

看板の設置・認定 ４０か所  

運営に関する費用助成 １５か所 １８３，０００円 

開催回数及び参加者数 １，２６２回 延べ １２，６７０人 

⑷ 各種委員会の開催 

ア ボランティアセンター運営委員会 

主な議案 

・事業報告 

・瀬戸市福祉教育推進校、福祉実践教室説明及び体験会、児童・生徒の福祉実践教室 

・各種講座の開催 

・評価チェックリスト 



・事業計画 

・地域福祉ボランティア活動助成金の交付 

イ やすらぎ連絡会 

主な議案 

・事業報告 

・事業計画 

・部会及び事業内容(福祉夏まつり、福祉クリスマス会、福祉お楽しみ交流会)の実施 

⑸ 啓発宣伝活動 

ア 関係機関・団体と連携を図るとともに、報道機関に記事を提供し、福祉活動の広報に努め 

た。 

イ 法人化５０周年記念瀬戸市社会福祉大会 

とき 令和元年１０月２６日(土) 

ところ やすらぎ会館５階 大集会室 

内容 

市長感謝 ３団体 １９人 

社協会長表彰 ２団体 ６人 

社協会長感謝 ３団体 ７５人 

赤い羽根作品  １４人 

マスコットキャラクター 

最優秀作品賞（愛称の部） 

 
５人 

マスコットキャラクター 

最優秀作品賞（デザインの部） 

 
１人 

マスコットキャラクター 

優秀作品賞（愛称の部） 

 
１人 

マスコットキャラクター 

優秀作品賞（デザインの部） 

 
１人 

ウ ふくしボランティアフェスティバル【新規】 

子どもから大人まで楽しみながら福祉に関する理解と関心を深めるため、ボランティア 

体験コーナー、障がい者団体等の協力による手作り品即売会を行った。また、わがまち「よ 

りどころ」プロジェクトの周知の他、『せとっち』を活用した啓発活動を行った。 

とき 令和元年１１月３０日(土) 

ところ やすらぎ会館 

参加者 ３，４９９人 

エ マスコットキャラクター『せとっち』の作成【新規】 

瀬戸市社会福祉協議会の法人化５０周年を機に、一般公募により作成した『せとっち』 

を社会福祉大会において発表をするとともに、本会事業の周知、啓発活動へ積極的に活用 

した。 

オ 本会が実施する事業の周知及び福祉に関する理解のため、広報紙「社協だより」を年４回

(４、７、１０、１月)発行した。なお、地域住民により関心をもってもらうため、デザイン

変更やフルカラー印刷にする等リニューアルを行った。【新規】 

カ きめ細かな情報の発信のため、ホームページの更新を行った。 



キ ふくし出前講座の実施 

町内会や地区社協、老人クラブ等各種団体の会合に出向き、わがまち「よりどころ」プ 

ロジェクトや地区社協をテーマとした講座の他、「地域福祉活動計画」の講座、健康講 

座、社協会員の募集等、福祉に関する様々な情報や知識について周知を図った。 

(講座件数 ９件) 

ク やすらぎ木曜市の開催 

障がい者就労施設等の利用者の就労体験や労働意欲向上及び会館利用者との交流を目 

的として、毎週木曜日に各施設の製品等をやすらぎ会館１階ロビーで販売する「やすらぎ 

木曜市」を開催した。また、福祉夏まつりや福祉クリスマス会、福祉お楽しみ交流会の開 

催にあわせ販売の機会を設ける等、障がい者の就労への理解を図った。 

(参加施設 延べ２５９施設) 

 ⑹ 買い物バスツアーの実施【新規】 

    買い物に困っている住民や地域の課題解決に向けた支援方法を検討するため、地域の各種

団体の方々と相談を重ね、老人福祉センターのバスの運行空き時間を活用して買い物支援を

５回実施した。 

実施日 実施地区 参加人数 行先 

令和元年１０月 ７日(月) 西陵 ２４名 

アピタ 

瀬戸店 

令和元年１１月１１日(月) 古瀬戸 ２名 

令和元年１２月２３日(月) 東明 １０名 

令和２年 １月２０日(月) 山口 ４名 

令和２年 ２月１７日(月) 山口 １０名 

令和２年 ３月１６日(月) 山口 新型コロナウイルス感染症 

感染拡大防止のため中止 

⑺ 子ども食堂の実施 

子どもの孤食を防ぎ、学習支援をすることで、安心して子どもが過ごせる居場所づくりを 

目的とした子ども食堂を実施した。内容は昼食づくり、食事の提供、遊びや学習の支援を行 

った。 

 時期 開催日及び参加者 

１回目 夏休み期間 

令和元年７月２３日(火)、２４日(水) 

令和元年８月８日(木)、９日(金) 

(参加者：子ども３７人 協力者３７人) 

２回目 冬休み期間 
令和元年１２月２４日(火)、２５日(水) 

(参加者：子ども２１人 協力者２５人) 

３回目 春休み期間 
新型コロナウイルス感染症 

感染拡大防止のため中止 

⑻ 各種団体との連携強化 

自治会及び民生委員児童委員協議会との連携や各種団体活動への支援を行った。 

 

 

 



２ 福祉総合相談事業 

福祉の総合相談窓口、よろず相談窓口として市内各所より高齢者や障がい者及びその家族か 

ら相談があり、情報提供や各種サービスの連絡調整、関係機関への紹介等を実施した。また、 

介護支援専門員等の福祉従事者、医療機関等の専門機関からの相談の他にも、民生委員等地域 

の方からの相談が多くあり、専門機関につなぐ等の連携を図り対応を行った。 

相談内容については高齢者に関する相談が多く、特に認知症に関する相談が増加した。また、 

複合的な課題を抱える世帯に関する相談も増加した。 

内容 相談件数 

高齢者 １１，４５９件 

障がい者 ９３２件 

認知症に関する相談 ９２９件 

権利擁護に関する相談 ７７１件 

 

３ ボランティアセンター事業 

⑴ ボランティアセンター機能の充実及び推進  

   ボランティアに関する相談・活動等に対応するため、ボランティア相談の実施、ボランテ

ィア登録の推奨など、ボランティアセンターの運営強化に努めた。また、高校生や一般市民

を対象とした各種ボランティア講座、登録ボランティアの紹介及びボランティア活動の啓発、

情報の提供を広報紙・ホームページ・フェイスブックで実施した。 

ア ボランティアに関する状況 

ボランティア登録 
団体：８７団体 

(１，６４７人) 
個人：１３人 総数１，６６０人 

ボランティア相談 活動依頼数１９１件 相談件数９４件 総件数２８５件 

ボランティアサロン 開催７回 参加人数２７３人 

ボランティア保険 加入総数：２，３５３人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



イ 講座等に関する状況 

内容 対象 内容 開催日数 参加者数 

講座 

市民及び 

登録ボランティア 

・災害ボランティア 

コーディネーター養成講座 

・災害ボランティアセンター 

 立ち上げ訓練 

 

１日 

 

１日 

 

３４人 

 

５８人 

教職員 

(小・中・高等学校) 

・福祉実践教室説明 

及び体験会 
１日 １４人 

市民 
・福祉実践教室サポーター 

養成講座【新規】 
(中止) ０人 

小学生 

(４年生～６年生) 

・こどもふくし体験 

きゃらばん 
２日 延べ２２人 

広報活動 

・「社協だより」…年４回掲載 

・ホームページ、フェイスブックの活用…随時更新 

・「広報せと」…ボランティア講座等の開催のお知らせ掲載 

・「ボランティアだより」…年４回発行(６、９、１２、３月) 

運営委員会 開催回数 ３回 

ウ 福祉実践教室開催状況 

福祉実践教室：通年 参加者数：２，７７９人 

＜科目別実施回数(専門学校を含む)＞               (単位：回) 

 科目 

 車
い
す 

手
話 

要
約
筆
記 

点
字 

視
覚
障
が
い
者
ガ
イ
ド 

知
的
障
が
い
者
理
解 

音
声
訳 

介
護
体
験 

高
齢
者
疑
似
体
験 

盲
導
犬 

講
演 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー 

合計 

小学校 13 16 0 19 3 0 0 1 0 3 0 0 55 

中学校 2 2 1 1 2 1 1 1 2 1 0 0 14 

高校等 0 2 1 1 1 1 0 0 4 1 0 2 13 

合計 15 20 2 21 6 2 1 2 6 5 0 2 82 

⑵ ボランティア活動への支援 

   瀬戸市ボランティア連絡協議会をはじめ２１団体の登録ボランティアを対象に、地域福祉

ボランティア活動助成金を交付し、活動の支援を行った。 

区分 件数 金額 

通常の活動費 １３件 ５５４，２３７円 

活動に必要な資機材の購入、買い替え等 7件 ２２２，０１９円 

ボランティア連絡協議会の運営に係る費用等 １件 ２００，０００円 

合計 ２１件 ９７６，２５６円 



４ 心配ごと・法律相談所の運営 

心配ごと相談は、毎週木曜日の午後１時から面接相談を実施した。法律相談は、毎月第１・

３木曜日の午後１時から､第２・４木曜日の午前９時から弁護士による面接相談を実施した。 

区分 開設回数 取扱延件数 
１回当たり 
取扱件数 

心配ごと ５０回 ５８件 １．１件 

法律 ４３回 ２７１件 ６．３件 

 

５ 援護活動事業 

⑴ 歳末たすけあい援護事業の実施 

ア 歳末たすけあい募金配分金関係 

介護保険要介護４・５の方、身体障害者手帳１・２級の方、療育手帳Ａ判定の方、精神保 

健福祉手帳１・２級の方及び母子父子家庭等の１８歳未満の子を対象に、介護用品券・福祉 

タクシー券・図書カード・シルバー人材センターサービス提供券を支給した。 

内容 支給件数 支給金額 

歳末たすけあい募金配分事業 １，６７７件 ３，３５４，０００円 

イ 各地区社協において、介護用品の支給、ふれあい会食、おせち料理の配食、クリスマス会、 

慰問等の地域福祉事業を実施した。 

ウ 障がい者施設及び瀬戸市母子福祉会への助成を実施した。 

対象 助成金額 

障がい者施設(１９施設) ２３１，５００円 

瀬戸市母子福祉会 ７５,０００円 

⑵ 資金貸付事業 

 ア 生活福祉資金貸付事業 

   他の資金の借り入れが困難な低所得者世帯、障がい者や高齢者のいる世帯に対して、相談

支援及び必要な資金の貸付を実施した。なお、令和２年３月２５日から新型コロナウイルス

感染症の影響を受けて収入が減少した休業者等に対する緊急小口資金特例貸付を実施した。 

内容 貸付件数 貸付金額 

緊急小口資金特例貸付 
１３件 ２，３００，０００円 

※令和２年３月２５日から３１日までの７日間の実績 

 イ 法外援護 

   社会福祉協議会の自主財源を原資に、２万円を上限に小口融資の貸付を行った。 

内容 貸付件数 貸付金額 

小口融資資金貸付 １５件 ２７０，０００円 

 

６ 各種福祉活動 

⑴ 児童青少年福祉活動 

⑵ 母子・父子福祉活動 

⑶ 老人福祉活動 

⑷ 障がい者福祉活動 



区分 事業内容 

児童青少年福祉 

１ 福祉教育推進校の指定 ６校 

小学校   掛川、西陵 

中学校   光陵、品野 

高等学校等 聖霊、瀬戸北 

老人福祉 
１ 敬老行事に対する事業費助成 

７５歳以上２０，８１８人 

障がい者福祉 

１ 福祉クリスマス会 

  令和元年１２月１４日(土) 

参加者 ２０９人（障がい児とその家族 ９９人、ボラン

ティア関係者 １１０人） 

社会福祉一般 

１ 広報活動の充実強化(社協だより、ホームページ等) 

２ 社会を明るくする運動への協力 

３ 車いすの貸出 ４４３台 

４ ゆうあい号(車いすスロープ付軽自動車)の貸出１０９件 

 

７ 福祉奨学金支給事業 

⑴ 福祉奨学金の支給 

低所得世帯の生徒が高等学校及びこれに準ずる専門学校へ通学する場合に必要な学資の 

一部として奨学金を支給した。 

⑵ 福祉奨学金入学準備費の支給 

    新小学１年生及び新中学１年生の入学援助のため、瀬戸市から就学援助費新入学児童生徒

学用品費を受給する方を対象に、福祉奨学金入学準備費を支給した。 

内容 対象者 支給額 

福祉奨学金 ７人 
７０，０００円 

(１０，０００円／１人) 

福祉奨学金入学準備費 １８７人 
３，７４０，０００円 

(２０，０００円／１人) 

 

８ おもちゃ図書館「クレヨン」の運営及び活動 

障がいのある子ども達や小学生以下の子ども達が、おもちゃを通して親子で楽しく遊びなが 

ら成長できるように支援した。また、昨年に引き続き、おもちゃの良さを幅広く知ってもらう 

機会として、「移動おもちゃ図書館」を実施した。 

運営主体であるボランティアの資質向上のため、研修会等への参加の機会を設けた。 

内容 利用者数 日数 おもちゃ貸出数 

おもちゃ図書館 

「クレヨン」 
１，２３２人 １２７日 

８６個 

(障がい児関係者及び子育て関係団体) 

 

内容 施設種別 利用者数 

移動おもちゃ図書館(１施設) 地域活動支援センター １１人 

 

 



９ 受託運営事業 

⑴ 訪問調査事業 

瀬戸市から委託を受けて、要介護認定調査対象者に対して介護支援専門員が訪問調査等 

を行った。 

内容 件数 

介護保険訪問調査 ３，０７４件 

⑵ 瀬戸市福祉保健センター(やすらぎ会館)の管理・経営 

ア 福祉保健センターの施設管理  

指定管理者制度により、福祉保健センター(やすらぎ会館)の指定を受けて、管理・経営 

を実施し、サービス向上に努めた。 

階 施設名 件数 人数 

１
階 

第１作業室 ３２５件 ３，３５８人 

第２作業室 １３３件 １，４８８人 

日常生活訓練室 １１２件 １，２００人 

２
階 

プレイルーム ２６７件 １８，１６１人 

視聴覚室 ３６３件 ６，９５７人 

２０１会議室 ３２３件 ４，４９５人 

ボランティア室 ２４０件 ２，５８４人 

相談室 １３４件 ６５８人 

３
階 

階 

３
階 

４
階 

教養娯楽室 ２６７件 ９，９６４人 

和集会室 ２０１件 ８，６５０人 

相談室 １９５件 １，７３１人 

４
階 

４
階 

５
階 

５
階 

５
階 

合
計 

５
階 

合
計 

 健診室 ２０７件 ５，０７２人 

４０１会議室 ６７件 ９４７人 

５
階 

 
大集会室 ４４３件 ２０，３３２人 

看護指導室 １３４件 １，６３６人 

リハビリ指導室 １８８件 ２，１５９人 

５０１集会室 １５９件 ２，４４４人 

栄養実習室 １２０件 ２，４６８人 

合計 ３，８７８件 ９４，３０４人 

イ 身体障害者福祉センターの運営  

障がい者に対し、社会参加のために必要な教養講座等を行うとともに、相談に対し助言・ 

指導を行う等、各種サービスの提供を行った。また、福祉夏まつり及び福祉お楽しみ交流 

会を開催した。 

内容 参加者数 開催日 

福祉夏まつり １，６７６人 令和元年８月２日（金） 

福祉お楽しみ交流会 ５９０人 令和２年２月２１日(金)、２２(土) 

 

 



ウ 老人福祉センターの運営  

６０歳以上の方等を対象に、ニーズに合わせた教養講座等のサービス提供に努めた。ま 

た、センター利用者に対して毎週月・火・木曜日に、老人クラブに対して毎週水・金曜日 

に送迎バスを運行し、利用の便宜を図った。 

(ア) 各種教室の状況 

区分 
参加者 

開催日数 
高齢者 障がい者 延人数 

陶芸教室 １０人 ０人 ６０人 ６日 

体操教室 １９人 １人 １２０人 ６日 

編み物教室 ８人 １人 ７２人 ８日 

書道教室 ７人 １人 ４８人 ６日 

パソコン教室 １８人 ２人 １２０人 １２日 

絵手紙教室 ７人 １人 ３２人 ４日 

スマートフォン教室 １７人 ０人 ３６人 ２日 

健康麻雀教室【新規】 １１人 ０人 ６６人 ６日 

折り紙教室  ５人 ２４人 ４日 

料理教室  １２人 ４２人 ４日 

合計 ９７人 ２３人 ６２０人 ５８日 

(イ) 団体別利用状況 

老人クラブ 教室 サークル その他の団体 合計 

１，６７９人 ５７８人 ４７１人 １，５２０人 ４，２４８人 

(ウ) 設備・事業別利用状況 

ヘルストロン 入浴 囲碁・将棋 相談 合計 

１２，１０６人 ８，３５９人 ９，９６４人 ６人 ３０，４３５人 

(エ) 送迎バス利用状況 

区分 利用日 利用人数 

個人利用者 月・火・木曜日 １，１６７人 

老人クラブ 水・金曜日 １，３０１人 

その他の団体 １９１人 

合計 ２，６５９人 

エ プレイルームの運営  

月曜日から金曜日までを「育児サロン」として位置づけ、親子を見守り、友達づくりの 

支援や育児相談に応じた。また、年間を通じて、子育て中の保護者が交流しながら学びあ 

う講座を企画し、子育て支援に努めた。 

小学生に対しては、個性や感性を伸ばし健全な育成を目的とした教室等を実施した。 

 

 

 

 



区分 回数 人数 

講座・教室等 

育児講座 ５１回 ３，０２０人 

親子お楽しみ会 ２回 ７６人 

小学生教室 ８回 １４６人 

小計 ６１回 ３，２４２人 

プレイルーム 

育児サロン ２２２回 １５，９２０人 

一般利用者数 ４５回 ２，２４１人 

小計 ２６７回 １８，１６１人 

合計 ３２８回 ２１，４０３人 

⑶ 地域包括支援センター事業の実施 

ア やすらぎ地域包括支援センターの運営  

瀬戸市が設置する地域包括支援センターの１つとして、陶原・長根地区に住む高齢者を 

対象に、自宅訪問や介護予防教室等を行った。また、認知症初期集中支援チームで、認知 

症の方と家族に対する包括的かつ集中的な支援を行った。 

 事業実施内容 実績 

やすらぎ地域包括 

支援センター 

介護予防(口腔)教室実施回数 ３回 

地域はつらつ講座実施回数 ５回 

高齢者実態把握件数 １６８件 

総合相談支援件数(処遇困難事例) ４件 

介護支援専門員に対する支援件数 ２７件 

住宅改修理由書作成件数 １２件 

認知症初期集中支援延件数 ５件 

イ 瀬戸市基幹型地域包括支援センターの運営  

     市内７か所の地域包括支援センターの全体調整や支援、緊急・困難ケースへの対応、地

域包括支援センター及び介護支援専門員の資質向上研修、認知症カフェの開催、医師会等

の医療関係機関との連携、介護予防・日常生活支援総合事業に関する情報収集等を実施し

た。また、認知症地域支援推進員として認知症に関する地域からの相談対応や認知症カフ

ェの開催や普及啓発を行った。 

 事業実施内容 実績 

基幹型地域包括 

支援センター 

相談延件数 １，４６４件 

相談延件数のうち認知症に関する相談延件数 １５６件 

介護保険事業所向けに開催した研修回数 ４回 

行政・地域団体等の依頼に応じて開催した講座回数 ６回 

地域ケア会議の開催及び出席した回数 ５回 

認知症カフェの開催回数 １８回 

 

 

 

 



⑷ 日常生活自立支援事業の実施 

愛知県社協から事業の委託を受けて、相談・援助業務を行った。 

 件数 

新規契約数 １件 

年度末契約数 １９件 

 

対象者 

内容 

認知症 

高齢者等 

知的 

障がい者等 

精神 

障がい者等 
合計 

問い合わせ件数 

(制度、事業について) 
９件 ４件 ６件 １９件 

初回相談件数 

(初回相談受付) 
３件 ２件 ２件 ７件 

相談援助件数 ２２３件 １６７件 ２４４件 ６３４件 

合計 ２３５件 １７３件 ２５２件 ６６０件 

⑸ 生活支援コーディネーター配置業務(第１層・第２層)の実施  

    市内全域(第１層)の生活支援コーディネーター、７地域包括支援センター圏域からモデ

ル的に配置された３圏域(ふたば地域包括支援センター圏域・地域包括支援センターしなの

圏域・地域包括支援センター中央東圏域)に第２層生活支援コーディネーターを配置した。 

地域におけるボランティア等の生活支援サービスに関連する資源の把握やネットワーク 

構築に向けて各種研修会・会議への参加を行い、生活支援・介護予防サービスの整備に向 

けた情報の把握に努めた。 

地域課題に対して、地域住民と共有し課題解決に向けた地域による活動、社会資源の開発 

等、具体的な取り組みに向け検討し実践につなげるために、地域支え合い会議【新規】 

を開催した。 

事業内容 件数 

資源の把握及び開発 １３２件 

ネットワーク構築 １３２件 

ニーズと取り組みのマッチング ３０４件 

サービスの担い手の養成 ２２件 

合計 ５９０件 

⑹ 各種福祉関係団体の受託 

６団体(瀬戸市遺族連合会、瀬戸市更生保護女性会、瀬戸市民生委員児童委員協議会、瀬 

戸市子ども会連絡協議会、瀬戸市母子福祉会、瀬戸市老人クラブ連合会)の事務局等の運営 

業務を行った。 

 

 

 

 

 

 

 



⑺ 元気高齢者サポーター養成講座業務の実施 

    高齢者の困りごとに対する支援や介護予防に取り組む担い手を養成するため、市内在住の

６５歳以上の方を対象に、瀬戸市の高齢者事業や地域でサロン活動や支えあい活動を実施し

ている方への意見交換会を企画したが、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止

とした。 

 開催予定日 開催予定時間 

１回目 令和２年３月１日(日)  ９：３０～１２：００ 

２回目 令和２年３月１日(日) １３：３０～１６：００ 

 

10 介護保険事業 

⑴ 居宅介護支援(ケアプラン作成)事業 

せと地域福祉サービスセンター(居宅介護支援事業所)を運営し、要介護認定者にケアプラ 

ンを作成した。 

内容 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

利用者数 ２９人 ２９人 １７人 ６人 ７人 ８８人 

作成延件数 ３６９件 ２８６件 ２６２件 ９７件 ９２件 １，１０６件 

⑵ 介護予防支援、第１号介護予防支援(地域包括支援センター)事業 

やすらぎ地域包括支援センターの事業として、陶原・長根地区の要支援認定者及び事業対 

象者に介護予防ケアプランを作成した。 

区分 事業対象者 要支援１ 要支援２ 合計 

利用者数 ３１人 ４８人 ７５人 １５４人 

作成延件数 ２６４件 ６０４件 ８８２件 １，７５０件 

 

11 障害者総合支援事業 

 地域生活支援(地域活動支援センター)事業 

創作的活動、社会適応訓練、レクリエーション及び送迎等のサービスを行った。また、多 

くのボランティアの協力を得ながら、一人ひとりの適性に合わせた活動支援を行った。 

区分 人数 開催日数 

利用登録者 ３０人 

２７１日 
参加延人数 

利用者 １，７７１人 

ボランティア ７５６人 

 

12 その他 

⑴ 瀬戸市共同募金委員会への支援 

 ア 共同募金運動（赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい募金）の実施 

内容 募金実績額 

一般募金 １２，２１０，４３５円 

歳末たすけあい募金 ６，８７７，７８０円 

合計 １９，０８８，２１５円 



 イ 募金機能付き自動販売機の普及啓発 

内容 延設置台数 

募金機能付き自動販売機 １５台 

⑵ 日赤瀬戸市地区への支援 

  ア 活動資金の募集 

内容 募集実績額 

一般社資 ７，８０６，５７２円 

法人社資 ６６０，３４０円 

合計 ８，４６６，９１２円 

 
  イ 災害見舞金及び物資の支給 

支給件数 災害見舞金 物資 

５件 ４２，０００円 毛布１枚、タオルケット１０枚、緊急セット３セット 

  ウ 災害義援金等の受付 
     被災者支援の一助とするため、やすらぎ会館等に募金箱を設置して災害義援金を募り、

また窓口にて受付を行った。 
 


